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あけましておめでとうございます

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

『
三
田
習
地
区
自
治
会
連
合

協
議
会
』（
以
下
、
三
田
習
地

区
連
）
の
皆
様
に
は
、
令
和
７

年
の
新
春
を
平
安
に
お
迎
え
の

こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、
日
頃
か
ら
三
田
習
地

区
連
に
対
し
て
、
多
大
な
る
ご

協
力
ご
支
援
と
、
住
み
良
い
地

域
づ
く
り
に
ご
尽
力
を
戴
き
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
４
年
に
一
度

の
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

遠
い
パ
リ
の
地
で
の
日
本
選

手
の
活
躍
の
場
面
に
感
動
し
、

敗
れ
た
事
へ
の
無
念
さ
を
、
味

わ
っ
た
17
日
間
で
し
た
。

こ
の
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
、
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
、
日
本

選
手
達
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
、

言
葉
の
中
で
、
こ
の
「
金
メ
ダ

ル
」
は
「
自
分
一
人
の
力
で
は

な
く
」
コ
ー
チ
や
、
支
え
て
下

さ
っ
た
周
り
の
方
々
、
そ
し

て
、
応
援
を
戴
い
た
大
勢
の
、

皆
様
の
お
陰
で
す
。
と
、
何
度

も
言
っ
て
い
た
の
が
、
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

私
達
人
間
は
一
人
で
生
き
る

の
で
は
な
く
、
大
勢
の
人
達
と

の
結
び
付
き
支
え
合
い
に
依
っ

て
生
き
て
い
る
事
を
、
つ
く
づ

く
思
い
知
ら
さ
れ
る
シ
ー
ン
で

も
、
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
国
内
で
は
、
元
旦

早
々
か
ら
能
登
地
方
で
大
規
模

な
震
災
で
、
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
向
灘
を
震
源
と
す

る
最
大
震
度
６
弱
の
地
震
が
有

り
、
気
象
庁
か
ら
2
0
1
9
年

に
運
用
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
初

め
て
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時

情
報
（
巨
大
地
震
注
意
）」
を

発
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
近
年
は
地
球
温
暖
化

の
影
響
な
の
か
、
地
震
、
台
風

だ
け
で
な
く
、
線
状
降
水
帯
や

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
河
川
氾

濫
、
土
砂
崩
れ
、
家
屋
浸
水
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

予
期
せ
ぬ
自
然
災
害
に
対
し

て
本
会
と
し
ま
し
て
も
、
ま
ず

は
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
持

ち
、
そ
の
対
策
を
し
っ
か
り
し

て
お
く
事
が
肝
要
だ
と
思
料
し

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
８
月
以
降
、
首

都
圏
で
凶
悪
な
強
盗
事
件
が
相

次
い
で
い
ま
す
。

犯
人
は
様
々
な
人
を
装
っ

て
、
自
宅
に
電
話
や
訪
問
を
し

て
来
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
連
の
強
盗
事
件

に
つ
い
て
は
、
背
景
に
匿
名

型
、
流
動
型
の
犯
罪
グ
ル
ー
プ

の
存
在
が
窺
え
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
、「
高
収

入
」、「
即
日
即
金
」、「
簡
単
な

お
仕
事
」、「
ホ
ワ
イ
ト
案
件
」

等
と
銘
打
っ
て
、
ア
ル
バ
イ
ト

の
募
集
を
か
け
、
応
募
し
て
き

た
応
募
者
を
脅
迫
し
て
、
犯
行

を
実
行
さ
せ
る
と
い
う
ケ
ー
ス

が
多
く
、
こ
の
種
の
求
人
に
は

応
募
し
な
い
と
の
意
識
を
、
地

域
全
体
で
共
有
す
る
事
が
重
要

で
す
。

こ
の
町
会
・
自
治
会
の
会
員

で
良
か
っ
た
と
皆
様
方
が
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
各
町
会
・

自
治
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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三
田
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治
会
連
合
協
議
会
　

会
長
　
吉
田
　
壽
一

船
橋
市
で
は
、
長
年
に
わ

た
っ
て
市
政
の
発
展
や
教
育
・

文
化
・
福
祉
・
地
域
社
会
分
野

な
ど
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
、
善
行
に
よ
り
市
民
の
模

範
と
な
っ
た
人
や
団
体
を
毎
年

表
彰
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
表
彰
式
は
11

月
２
日
に
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
が
三
田
習
地
区

で
は
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
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第第
2525
回
み
た
な
ら
健
康
・
福
祉
フ
ェ
ア
ー
を
開
催

回
み
た
な
ら
健
康
・
福
祉
フ
ェ
ア
ー
を
開
催

実
行
委
員
長
　

実
行
委
員
長
　
波
切
　
弘

波
切
　
弘

11
月
10
日
、
三
田
中
学
校
グ

ラ
ン
ウ
ン
ド
に
て
、
三
田
習
地

区
自
治
会
連
合
協
議
会
主
催
の

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田
会
長
の
ご
挨
拶
の
後
、

試
合
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
に
も
雨
が
降
り
出
し
そ
う

な
曇
り
空
の
中
、
時
に
は
少
し

ば
ら
つ
き
ま
し
た
が
、
最
後
ま

で
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
参
加
チ
ー
ム
は
４

チ
ー
ム
で
、
８
時
か
ら
午
後
１

時
ま
で
２
試
合
づ
つ
対
戦
し
ま

し
た
。

第
１
試
合
の
「
田
喜
野
井

フ
ォ
ー
テ
ィ
ー
ズ
」
対
「
日
東

ベ
ス
ト
マ
リ
ー
ン
ズ
」
は
接
戦

と
な
り
、
お
互
い
１
回
に
４
点

づ
つ
、
４
回
に
５
点
づ
つ
取
り

昨
年
10
月
20
日
（
日
）
に
三

山
市
民
セ
ン
タ
ー
で
「
み
た
な

ら
健
康
・
福
祉
フ
ェ
ア
ー
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
候

に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
小

中
学
生
、
家
族
ず
れ
な
ど
地
域

の
皆
さ
ま
約
5
5
0
名
に
ご
来

場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
も
各
コ
ー
ナ
ー
で
は
三

田
中
と
三
山
中
か
ら
36
名
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て

く
れ
大
活
躍
で
し
た
。
ま
た
、

東
邦
大
学
の
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

部
の
学
生
も
初
参
加
し
て
く

れ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
ち
な
ん
だ

工
作
や
坂
を
上
が
る
不
思
議
な

コ
マ
の
展
示
、
説
明
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。
展
示
コ
ー
ナ
ー
で

は
小
中
学
生
が
描
い
た
絵
手
紙

や
薬
園
台
高
校
書
道
部
の
習
字

を
展
示
し
ま
し
た
。

新
規
に
企
画
し
た
事
業
は
、

小
串
薬
局
の
佐
藤
社
長
に
よ
る

講
演
「
調
剤
薬
局
の
上
手
な
使

い
方
」
や
介
護
施
設
「
星
の

子
」
の
水
野
管
理
者
に
よ
る
軽

体
操
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
沢

山
の
方
が
参
加
さ
れ
大
盛
況
で

し
た
。

ま
た
、
お
休
み
処
で
は
コ
ー

ヒ
ー
、
紅
茶
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

も
皆
さ
ん
に
好
評
で
し
た
。
例

年
実
施
し
て
い
る
事
業
の
健
康

コ
ー
ナ
ー
で
は
血
圧
測
定
、
野

菜
の
計
量
体
験
、
握
力
計
、
棒

反
応
な
ど
人
が
と
ま
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
い

つ
も
こ
ど
も

達
に
人
気
の

親
子
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
で

も
、
順
番
待

ち
列
が
で
き

ま
し
た
が
中

学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
テ

キ
パ
キ
と
推

進
し
て
く
れ

ま
し
た
。
車

い
す
、
高
齢

者
疑
似
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
も
多

く
の
皆
さ
ん
に
体
験
し
て
戴
き

ま
し
た
。

短
い
時
間
で
し
た
が
ど
の

コ
ー
ナ
ー
も
人
が
溢
れ
て
地
域

の
皆
さ
ん
の
交
流
の
場
と
な
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

合
い
ま
し
た
が
、
３
回
に
３

点
を
加
点
し
た
「
田
喜
野
井

フ
ォ
ー
テ
ィ
ー
ズ
」
が
12
対
10

で
勝
ち
ま
し
た
。

第
２
試
合
は
、
女
性
ピ
ッ

チ
ァ
ー
率
い
る
「
三
田
サ
ン

デ
ィ
ー
ズ
」
が
完
封
で
、「
福

寿
台
町
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好

会
」
に
、
３
対
０
で
勝
利
し
ま

し
た
。

第
３
試
合
は
、
敗
者
同
士
の

対
戦
で
「
日
東
ベ
ス
ト
マ
リ
ー

ン
ズ
」
と
、「
福
寿
台
町
会
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
」
で
す
。

３
回
に
一
挙
８
点
を
取
っ
た

「
福
寿
台
町
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

愛
好
会
」
が
、
12
対
８
で
勝
利

し
ま
し
た
。

さ
て
、
第
４
試
合
の
決
勝
戦

は
、
若
手
組
の
「
田
喜
野
井

フ
ォ
ー
テ
ィ
ー
ズ
」
対
、
変

化
球
を
多
投
す
る
女
性
ピ
ッ

チ
ァ
ー
率
い
る
「
三
田
サ
ン

デ
ィ
ー
ズ
」
で
す
。

白
熱
し
た
試
合
は
一
歩
も
譲

ら
ず
、
３
回
迄
０
対
０
投
手

戦
で
、
４
回
に
１
点
取
っ
た

「
田
喜
野
井
フ
ォ
ー
テ
ィ
ー
ズ
」

が
、
そ
の
裏
の
攻
撃
を
無
得
点

に
抑
え
て
優
勝
し
ま
し
た
。

今
回
も
賞
品
は
ビ
ー
ル
と
発

泡
酒
で
、
勝
敗
関
係
な
く
抽
選

で
、
賞
品
に
①
②
③
④
の
番
号

が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
く
じ
の

番
号
と
同
じ
賞
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ち
な
み
に
優
勝
し
た

「
田
喜
野
井
フ
ォ
ー
テ
ィ
ー
ズ
」

は
発
泡
酒
で
し
た
。

午
後
１
時
30
分
、
皆
さ
ん
怪

我
も
な
く
無
事
終
了
し
て
、
賞

品
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

第
16
回
「
ク
リ
ー
ン
船
橋

5
3
0
の
日
」
が
一
斉
に
実
施

さ
れ
た
14
年
前
の
2
0
1
0

年
、
三
田
習
地
区
で
も
多
く
の

市
民
が
参
加
さ
れ
て
、
集
積
所

へ
回
収
物
が
持
ち
込
ま
れ
ま
し

た
。そ

の
年
初
め
て
三
山
中
学
校

の
生
徒
さ
ん
が
、
阪
口
校
長
先

生
や
各
部
の
顧
問
の
先
生
に
引

率
さ
れ
て
、
2
0
0
名
近
く
の

子
供
た
ち
が
参
加
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

三
山
第
一
町
会
・
第
二
町

会
、
福
寿
台
町
会
、
二
宮
睦
自

治
会
、
習
志
野
一
丁
目
町
会
、

習
志
野
台
自
治
会
等
の
町
会

で
、
共
に
働
く
喜
び
を
経
験
し

今
年
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
気

軽
に
楽
し
く
音
楽
に
触
れ
て
い

た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
「
三
田
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

今
年
は
、
サ
ッ
ク
ス
奏
者
の

中
村
健
佐
さ
ん
を
お
招
き
し
ま

す
。サ

ッ
ク
ス
の
美
し
い
音
色
で

癒
し
の
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日�

時
：
令
和
７
年
３
月

２
日
（
日
）
午
後
１

時
30
分
か
ら
（
開
場

午
後
１
時
）

場�

所
：
三
田
公
民
館
体

育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
室

定�

員
：
1
5
0
名

申�

込
み
：
令
和
７
年
１
月
16
日

（
木
）
午
前
10
時
か
ら

三
田
公
民
館
窓
口
ま
た
は
電
話

（
4
7
7
－
2
9
6
1
）
で
受

付

た
事
が
、
今
日
迄
継
続
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
素
晴
ら
し

い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
生
徒
さ
ん
達
が
、
社

会
人
と
し
て
今
活
躍
し
て
い
る

か
と
思
う
と
「
光
陰
矢
の
如

し
・
歳
月
人
を
待
た
ず
」
と
し

み
じ
み
と
感
じ
る
の
は
歳
の
せ

い
か
な
。

歴
代
の
校
長
先
生
や
先
生
方

が
地
域
の
活
動
に
是
非
、
本
校

の
生
徒
も
参
加
し
地
域
の
皆
様

と
一
緒
に
な
っ
て
自
分
た
ち
の

学
区
を
大
切
に
す
る
気
持
を
育

て
て
い
き
た
い
と
の
考
え
が
学

校
の
基
本
方
針
と
な

り
確
認
さ
れ
た
尊
い

も
の
と
思
い
ま
す
。

年
２
回
の
こ
の
活

動
が
定
着
し
た
の

も
、
歴
代
の
校
長
先

生
・
先
生
方
の
努
力

の
た
ま
も
の
と
思
い

ま
す
。

地
域
の
高
齢
化
が

進
み
、
地
球
温
暖

化
に
よ
る
災
害
の
発

生
が
昨
年
お
正
月
の

「
能
登
半
島
輪
島
沖
」

の
大
災
害
を
振
り
返

り
防
災
・
防
犯
の
重

要
性
が
叫
ば
れ
て
お

り
ま
す
。

今
年
の
船
橋
防
災
訓
練
に
ど

の
く
ら
い
の
方
が
参
加
さ
れ
た

の
か
又
、
何
町
会
が
参
加
さ
れ

た
の
か
最
近
は
在
宅
避
難
が
提

唱
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ど
の

様
に
な
る
か
想
像
も
出
来
ま
せ

ん
。
又
、
各
町
会
に
お
ら
れ
る

身
体
の
ふ
じ
ゆ
う
な
方
々
を
如

何
に
し
た
ら
災
害
か
ら
救
出
出

来
る
か
ひ
と
り
、
一
人
が
考

え
、
他
山
の
石
と
せ
ず
何
で
も

な
い
、
あ
る
が
ま
ま
の
生
活
が

出
来
る
よ
う
に
あ
り
た
い
も
の

で
す
。

第第
2424
回
三
田
習
地
区

回
三
田
習
地
区

��

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

14 年を振り返って14 年を振り返って
福寿台町会　会長　福寿台町会　会長　田村　一男田村　一男

1 0
12 10 0 3 8 12

④

田
喜
野
井
フ
ォ
ー

テ
ィ
ー

ズ

①
日
当
ベ
ス
ト
マ
リ
ー

ン
ズ

日
当
ベ
ス
ト
マ
リ
ー

ン
ズ

　
①
の
負
け
チ
ー

ム

福
寿
台
町
会

ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
愛
好
会

　
②
の
負
け
チ
ー

ム

③
福
寿
台
町
会

ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
愛
好
会

三
田
サ
ン
デ
ィ
ー

ズ

②

三田ふれあい三田ふれあい
コンサート開催コンサート開催
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本
校
の
「
教
育
像
」

本
校
の
「
教
育
像
」

　
　

船
橋
市
立
三
山
中
学
校

　
　

船
橋
市
立
三
山
中
学
校

　
　
　
　
校
長
　

校
長
　
宇
田
川
　
貴
央

宇
田
川
　
貴
央

三
山
中
学
校
校
長
の
宇
田
川

貴
央
と
申
し
ま
す
。

本
校
３
年
目
を
迎
え
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
い
い
機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
現
在
の
学
校
の
様

子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

三
山
中
の
教
育
目
標
は
「
ね

ば
り
強
く
、
心
豊
か
に
、
た
く

ま
し
く
」
で
す
。
具
体
的
に
は

①
進
ん
で
学
び
、
高
め
よ
う
と

す
る
生
徒
②
思
い
や
り
の
心
を

持
ち
礼
儀
正
し
い
生
徒
③
健
康

で
自
分
を
大
切
に
す
る
生
徒
、

こ
れ
ら
３
点
を
目
指
し
教
育
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
は
平
素
よ
り

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
生
活
支
援
？
う
ん
？

具
体
的
に
は
ど
ん
な
事
業
？
と

云
う
お
声
も
耳
に
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
令
和
五
年
度
新
た

に
加
え
ら
れ
た
方
針
も
交
え

て
、
生
活
支
援
の
役
割
に
つ
い

て
説
明
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
ず
従
来
か
ら
の
役
割
で

す
。●

助
け
合
い
活
動
の
推
進
●

地
区
内
の
生
活
支
援
の
活
動
状

況
の
把
握
と
生
活
支
援
ニ
ー
ズ

三
山
中
の
生
徒
た
ち
は
行
事

が
大
好
き
で
す
。
体
育
祭
や
合

唱
際
は
生
徒
主
体
で
作
り
上

げ
、
本
気
で
取
り
組
み
、
と
こ

と
ん
楽
し
み
切
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
部
活
や
生
徒
会
活
動
も

同
様
で
す
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
日
々
の
学
習
活
動
に
も
つ
な

げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

三
山
中
の
教
職
員
は
い
つ
も

明
る
く
、
元
気
で
す
。
生
徒
の

声
に
耳
を
傾
け
、
生
徒
と
一
緒

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
仕
事

に
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら

生
き
生
き
と
働
い
て
い
ま
す
。

保
護
者
、
地
域
の
皆
様
に

は
日
頃
よ
り
子
供
た
ち
の
成

長
を
暖
か
く
見
守
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

中
学
生
は
支
援
を
い
た
だ

く
ば
か
り
で
な
く
、
成
長
し

の
把
握
●
新
た
な
担
い
手
の
発

掘
と
育
成
●
生
活
支
援
を
必
要

と
す
る
方
を
支
援
機
関
に
繋

ぐ
。次

に
、
令
和
五
年
度
か
ら
加

わ
っ
た
役
割
で
す
。
●
地
域
住

民
同
士
が
交
流
で
き
る
多
様
な

集
い
の
場
の
整
備
●
「
人
と

人
」「
人
と
居
場
所
」
を
繋
ぐ

観
点
か
ら
属
性
や
世
代
に
関
わ

ら
ず
必
要
な
支
援
を
行
う
。

こ
れ
に
よ
り
、
生
活
支
援
事

業
は
、
高
齢
者
に
限
ら
ず
、
何

ら
か
の
支
援
を
必
要
と
す
る

方
々
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

た
心
と
体
を
使
っ
て
周
囲
に
貢

献
す
る
意
識
や
態
度
を
育
て
る

責
任
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ご
み
ゼ
ロ
運
動
や
地
域
清

掃
に
可
能
な
限
り
参
加
し
て
地

域
福
祉
や
地
域
防
災
に
目
を
向

け
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。今

年
度
も
引
き
続
き
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
で
み
や
ま
の

力
を
発
揮
で
き
れ
ば
幸
い
で

す
。

心
し
て
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ

う
関
係
機
関
と
連
携
し
包
括
的

に
推
進
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し

た
。今

年
度
は
、

新
た
な
役
割
、

地
区
内
の
集
い

の
場
の
把
握
と

創
出
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。

そ
の
場
を
通

じ
て
「
地
域
課

題
と
不
足
す
る

支
援
体
制
の
整

備
」
に
向
け
、
意
見
交
換
も

行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
々
と

共
に
、
生
活
支
援
事
業
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
何
卒
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
田
老
協
の
活
動

三
田
老
協
の
活
動

三
田
公
民
館
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
　
会
長
　

三
田
公
民
館
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
　
会
長
　
村
山
　
吉
男

村
山
　
吉
男

「
高
齢
者
介
護
教
室
」
に
参
加
し
て

「
高
齢
者
介
護
教
室
」
に
参
加
し
て

八
木
　
陽
子

八
木
　
陽
子

【
生
活
支
援
事
業
指
針
の
確
認
】

【
生
活
支
援
事
業
指
針
の
確
認
】

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
齋
藤
か
お
る

齋
藤
か
お
る

ま
る
で
坂
道
を
下
る
か
の
よ

う
に
心
身
が
衰
え
て
い
く
自
分

に
驚
き
と
不
安
を
感
じ
て
い
た

矢
先
、
本
講
座
の
案
内
が
目
に

と
ま
っ
た
。
最
初
に
理
学
療
法

士
の
松
浦
さ
ん
か
ら
股
関
節
の

柔
軟
性
を
維
持
す
る
こ
と
の
大

切
さ
が
説
明
さ
れ
、
松
浦
さ
ん

の
楽
し
い
か
け
声
の
下
、
股
関

節
を
動
か
す
体
操
を
体
験
し

た
。
お
う
ち
で
一
人
体
操
を
す

る
よ
り
遙
か
に
楽
し
く
、
安
心

し
て
取
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

次
に
「
介
護
を
し
て
る
人

の
た
め
の
公
的
支
援
に
つ
い

て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
高
澤
さ
ん
か
ら

お
話
を
伺
っ
た
。
昨
年
義
母
を

見
送
っ
た
が
、
介
護
度
の
変
化

に
伴
う
施
設
の
移
動
な
ど
あ
た

ふ
た
し
て
し
ま
っ
た
。
介
護
制

度
に
関
し
て
予
備
知
識
を
持
っ

て
い
れ
ば
、
も
っ
と
ゆ
と
り
を

持
っ
て
対
応
で
き
た
も
の
と
思

う
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
包
括
セ

ン
タ
ー
へ
の
相
談
事
例
（
架
空

の
も
の
）
を
紹
介
し
て
い
た
だ

け
る
と
、
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に

つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
し
易
く
な
る

か
な
と
思
っ
た
。

最
後
に
「
認
知

症
の
人
と
家
族

の
会
」
の
児
島

さ
ん
か
ら
認
知

症
の
義
父
の
介

護
体
験
、
家
族

会
を
立
ち
上
げ

た
経
緯
を
伺
っ

た
。
豊
か
な
経

験
に
基
づ
く
明

る
く
軽
妙
な
語

り
か
ら
「
認
知

症
に
な
っ
て
も
、

こ
う
い
う
仲
間

と
繋
が
っ
て
い
れ
ば
前
に
進
ん

で
行
け
そ
う
」
と
い
う
安
心
感

が
得
ら
れ
た
。
会
場
に
足
を
運

ん
で
み
て
、
地
域
に
は
数
々
の

サ
ポ
ー
ト
と
、
高
齢
者
を
支
え

る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
こ

と
を
実
感
で
き
た
。

三
田
老
協
（
三
田
公
民
館

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
）

は
、
三
山
・
田
喜
野
井
・
習
志

野
地
区
の
13
の
老
人
ク
ラ
ブ
の

連
合
会
で
す
。

会
員
は
、
夫
々
の
加
入
す
る

ク
ラ
ブ
で
様
々
な
活
動
を
さ
れ

て
お
り
、
町
会
・
自
治
会
の
運

営
に
も
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
方

が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

三
田
老
協
で
は
、
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
や
ダ
ー
ツ
な
ど
の
大
会

を
開
催
し
て
お
り
、
多
く
の
会

員
が
和
気
藹
々
と
楽
し
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、「
音
楽
を
楽
し
む
会
」

で
は
、「
ふ
る
さ
と
」
や
「
銀

色
の
道
」
な
ど
懐
か
し
い
曲
を

大
き
な
声
で
歌
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

三
田
公
民
館
の
文
化
祭
と
子

ど
も
ま
つ
り
で
は
、
ワ
ナ
ゲ
や

紙
ヒ
コ
ー
キ
な
ど
で
子
ど
も
達

に
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま

す
。９

月
20
日
は
「
社
会
奉
仕
の

日
」
と
し
て
、
会
員
か
ら
寄
付

さ
れ
た
タ
オ
ル
類
を
三
山
園
や

コ
ー
プ
お
た
が
い
さ
ま
デ
イ
・

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
施
設
に
、
ま

た
、
使
用
済
切
手
を
社
会
福
祉

協
議
会
に
お
届
け
し
て
い
ま

す
。船

橋
市
が
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク

ふ
な
ば
し
」
と
提
携
し
て
２

月
、
６
月
と
10
月
に
実
施
し
て

い
る
食
料
支
援
を
必
要
と
す

る
家
庭
や
福
祉
施
設
へ
の
食

品
を
提
供
す
る

取
組
み
で
あ
る

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
」
に
も
多
く

の
会
員
が
協
力

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に

会
員
が
集
い
楽

し
む
こ
と
、
そ

し
て
さ
さ
や
か

な
社
会
貢
献
を

す
る
こ
と
が
三

田
老
協
の
活
動

目
標
と
な
っ
て

い
ま
す
。

三
田
習
地
区
の
防
犯
指
導
員

が
任
期
満
了
に
伴
い
、
以
下
の

通
り
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
６
年
10
月
１
日

か
ら
２
年
間
。

三
田
習
か
ら
は
次
の
31
名
の

方
で
す
。

（　

）
内
は
所
属
町
会
・
自

治
会菊

池　

貴
志
（
三
山
親
交
会
）

八
重
樫
幸
栄
（
船
橋
学
園
台
）

松
浦　

由
仁
（　

〃　

）

佐
藤
不
二
夫
（
三
山
行
楽
台
）

竹
島　

明
正
（
八
千
草
園
）

林　

二
三
男
（
三
山
若
草
）

葊
瀬　

正
男
（
三
田
）

土
屋　

健
士
（　

〃　

）

若
梅　

利
雄
（
三
山
ニ
ュ
ー
ビ
レ
ッ
ジ

）

田
中　

久
雄
（
二
宮
睦
）

斉
藤　

栄
市

�（
ダ
イ
ア
パ
レ
ス
グ
リ
ー
ン
ス
ク
エ
ア
）

土
橋　

正
博
（
三
山
第
一
）

井
上　
　

保
（
三
山
東
）

田
村　

一
男
（
福
寿
台
）

川
村　

俊
仁
（　

〃　

）

加
藤　

勝
成
（
習
志
野
５
丁
目
）

後
藤　

幸
光
（　

〃　

）

磯
谷　

次
夫
（
田
喜
野
井
南
第
四
）

山
本　

誠
三
（　

〃　

）

大
﨑　
　

徹
（　

〃　

）

島
田　

正
雄
（
田
喜
野
井
）

山
田　

徳
保
（
〃
）

吉
田　

壽
一
（
西
田
喜
野
井
）

小
池　

政
男
（　

〃　

）

伊
藤　

正
男
（　

〃　

）

大
木　

光
夫
（　

〃　

）

齋
藤　
　

進
（　

〃　

）

乾　
　

俊
夫
（
習
志
野
一
丁
目
）

霜
鳥　

和
夫
（
習
志
野
一
丁
目
）

波
切　
　

弘
（　

〃　

）

大
谷　

幸
子
（
習
志
野
）

新
防
犯
指
導
員

新
防
犯
指
導
員

3131
名
任
命
さ
れ
る
。

名
任
命
さ
れ
る
。

地
域
防
犯
へ
の

地
域
防
犯
へ
の

活
躍
に
期
待

活
躍
に
期
待

生活支援の展示生活支援の展示
（みたなら健康・福祉フェアより）（みたなら健康・福祉フェアより）



三 田 習 だ よ り2025年1月1日 （４）（第31号）

8-24-11
047 476 4259 

北習志野駅前店　船橋市習志野台2－ 4－4 ☎047(466)8585

船橋フェイス店　船橋市本町1－3－1 ☎047(411)0888

　　　　　　　　船橋フェイス１Ｆ

ＪＲ中山駅前店　船橋市本中山2－18－8 ☎047(334)8951

本 八 幡 店　市川市南八幡4－5－12 ☎047(393)2255

三山本店　船橋市三山8－34－9　☎047(478)8288

住まい・生活リフォーム・工事

㈱ 鎌 田 工 務 店
〒274-0071	 船橋市習志野2-5-10
	 電話047-436-8317

三田習地区町会・自治会名簿

会　　長　吉田　壽一
事務局長　大﨑　　徹
会　　計　竹島　明正
船橋市三山　8－ 19 － 1

TEL　471 － 3325

NO 町会・自治会名 会長名

第
1
ブ
ロ
ッ
ク

三 山 親 交 会 町 会 塩澤　昭宏
三 山 学 園 台 町 会 鈴木　　聡
三 山 緑 苑 自 治 会 松沢　雅利
船 橋 学 園 台 自 治 会 河田　永一
三 山 幸 楽 台 自 治 会 山下　公
三 山 市 営 住 宅 1 棟 郡司　　博
三山市営住宅 2 棟自治会 髙階　　茂
三 山 日 の 出 町 会 沼崎　一郎
三 山 睦 町 会 宮本由佳理
若 葉 会 椋　　郁雄
三 山 １ 丁 目 西 自 治 会 HOANG　THI　HANG

第
２
ブ
ロ
ッ
ク

み ど り が 丘 自 治 会 小穴　浩孝
八 千 草 園 自 治 会 竹島　明正
た つ み 台 自 治 会 城越　章
富 士 見 台 町 会 太田　雄三
三 山 若 草 自 治 会 山藤小百合
三 山 台 町 会 高橋　幸雄
三 田 町 会 土屋　健士
三山ニュービレッジ自治会 早坂　吉朗
桜 ヶ 丘 自 治 会 今関　　功

第
3
ブ
ロ
ッ
ク

三 山 旭 会 伊藤　一郎
向 山 町 会 平野　和久
二 宮 睦 自 治 会 田中　久雄
三 山 八 景 台 自 治 会 棚瀬　　徹
風 の 台 町 会 井上　謹扶
京成サンコーポ三山自治会 久保　元子
ライオンズマンション薬円台第二自治会 西村　博身

第
4
ブ
ロ
ッ
ク

三 山 台 住 宅 自 治 会 五十嵐昭博
ガーデンプラザ津田沼自治会 久保田　硬
ダイアパレスライトスクエア自治会 森田　市郎
ダイアパレスグリーンスクエア自治会 斉藤　榮市
三 山 第 一 町 会 鈴木成司郎
三 山 第 二 町 会 土橋　博之
三 山 第 三 町 会 小川　佳延

NO 町会・自治会名 会長名

第
５
ブ
ロ
ッ
ク

三 山 東 町 会 渡邉　　淳
福 寿 台 町 会 田村　一男
陽 栄 自 治 会 安田　保之
三 山 朝 日 町 会 山崎美佐子
船橋みやまハイランド自治会 内田　　朗
習 志 野 5 丁 目 町 会 髙栁　　茂

第
6
ブ
ロ
ッ
ク

田 喜 野 井 南 第 一 町 会 植田　淳子
田 喜 野 井 南 第 二 町 会 佐々木健雄
田 喜 野 井 南 第 三 町 会 森田　隆昭
田 喜 野 井 南 第 四 町 会 大﨑　　徹

第
7
ブ
ロ
ッ
ク

田喜野井二丁目東町会 笹川葊太郎
津田沼たきのい団地自治会 吉田　雅憲
田喜野井ニュービレッジ自治会 竹井　敬哉
田 喜 野 井 町 会 渡辺　孝夫
三 田 川 町 会 加藤　強志
田 喜 野 井 日 乃 出 町 会 横山　玲子
田 喜 野 井 十 三 会 矢野美津江
クラシード津田沼第１自治会 今井　英樹
ライオンズガーデン船橋薬円台第２自治会 石濱　和信

第
8
ブ
ロ
ッ
ク

津田沼グリーンハイツ自治会 田口　　明
田喜野井やよい自治会 友松　尋子
西 田 喜 野 井 町 会 吉田　壽一
三 笠 台 町 会 徳島　敬文

第
9
ブ
ロ
ッ
ク

船橋市習志野１丁目町内会 波切　　弘
藤和習志野コープ自治会 執行　芳種
習 志 野 自 治 会 伊藤　栄子

てるてるぼうず ケアプラン・ホームグランド
てるてるキッズ あすかケアホーム・川崎・北柏
ホームグランド田喜野井・松が丘・北柏
あすか訪問看護北柏・習志野
ホーム介護タクシー

☎047-476-8583

社会福祉法人 福祉共生会
～誰もが人生の主人公～

今
回
の
元
気
を
く
れ
る
人

は
、
田
喜
野
井
一
丁
目
の
金
丸

英
三
郎
さ
ん
87
歳
。
小
学
校
一

年
で
新
潟
に
疎
開
を
し
中
学

校
ま
で
過
ご
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
東
京
に
戻
り
20
歳
で
住
み

込
み
の
仕
事
に
就
き
、
親
方
に

厳
し
く
仕
込
ま
れ
ウ

ツ
ウ
ツ
と
す
る
日
々

も
あ
っ
た
と
か
。
そ

ん
な
時
、
友
人
に
誘

わ
れ
て
行
っ
た
山
登

り
。
下
山
後
に
飲
ん

だ
一
杯
の
ビ
ー
ル
の

美
味
し
さ
が
、
ス
ト

レ
ス
も
疲
れ
も
吹
き
飛
ば
し
て

く
れ
た
と
の
こ
と
。
丹
沢
・
谷

川
岳
と
い
く
つ
も
の
山
を
登
り

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
仕
事
に
励

ん
だ
そ
う
で
す
。
60
歳
に
な
っ

た
頃
保
健
組
合
で
募
集
を
し

て
い
た
太
極
拳
に
参
加
し
た

事
が
太
極
拳
と
の
出
会
い

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
思
っ

て
い
た
以
上
に
大
変
で
一

年
か
け
て
初
段
、
次
の
年

に
中
段
次
の
年
に
と
十
年

か
け
師
範
を
取
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
ん
な
に
夢
中
に

な
る
ほ
ど
何
が
魅
力

だ
っ
た
の
か
伺
う
と
、

意
外
な
答
え
が
。「
魅

力
と
か
夢
中
と
か
で

は
な
く
、
自
分
は
何

事
も
始
め
た
ら
全
力

を
尽
し
中
途
半
端
に

す
る
の
が
嫌
な
だ
け
」

と
。「
き
っ
と
我
慢
強
く
耐
え

る
性
格
は
幼
少
期
に
長
く
雪
に

閉
ざ
さ
れ
た
生
活
を
送
っ
た
事

で
培
か
わ
れ
た
ん
だ
と
思
う
。」

と
仕
事
の
面
で
も
コ
ツ
コ
ツ
と

続
け
た
事
で
役
員
ま
で
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
太
極
拳
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
山
路
さ
ん
の
力
添
え

も
あ
り
、
多
く
の
場
所
で
教
え

て
来
た
そ
う
で
す
。
体
調
を
崩

し
て
か
ら
は
ご
自
宅
の
近
く
だ

け
に
な
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今

で
も
太
極
拳
に
つ
い
て
熱
く
語

ら
れ
る
姿
か
ら
は
、
な
に
事
に

も
全
力
を
尽
し
中
途
半
端
に
し

な
い
と
言
う
姿
勢
が
伝
わ
っ
て

来
て
、
今
ま
で
歩
ん
で
来
ら
れ

た
人
生
そ
の
も
の
を
垣
間
見
る

思
い
で
し
た
。

「
継
続
は
力
な
り
」
を
、
今

で
も
実
行
し
続
け
る
金
丸
さ
ん

に　

脱
帽
！！

シリーズ
元気を
　くれる

三
山
小
学
校
の
朝
は
、
各
教

室
か
ら
響
い
て
く
る
歌
声
に
つ

つ
ま
れ
て
始
ま
り
ま
す
。
校
長

と
し
て
着
任
し
た
四
年
前
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
教
育
活
動

の
中
で
も
歌
う
こ
と
が
一
番
制

限
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
、
今
は
三
山
小
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
あ
い
さ
つ
と
歌
声
の
響
く

昨
年
の
11
月
10
日
（
日
）
に

「
防
災
講
座
」
を
三
山
市
民
セ

ン
タ
ー
で
、
今
回
も
Ｓ
Ｌ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、
参
加
者
71
名
（
中
学

生
37
名
、
大
人
39
名
）
で
行
な

い
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
も
し
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
自
宅
が

無
事
で
あ
れ
ば
「
避
難
所
」
に

行
か
ず
に
、
慣
れ
親
し
ん
だ
自

宅
で
「
在
宅
非
難
」
す
る
こ
と

が
原
則
で
す
。

そ
こ
で
「
在
宅
避
難
と
云
う

考
え
方
」
に
つ
い
て
講
義
を
受

け
そ
の
後
「
在
宅
避
難
す
る
た

め
に
自
宅
で
何
を
、
ど
の
く
ら

い
備
え
た
ら
よ
い
か
」
に
つ
い

て
中
学
生
と
一
緒
に
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

花
い
っ
ぱ
い
の
学
校
」
に
ふ
さ

わ
し
い
姿
と
な
っ
て
い
る
こ
と

に
改
め
て
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま

す
。三

山
小
の
校
章
は
、
昭
和

三
十
六
年
に
学
区
全
域
か
ら
公

募
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

校
章
の
ま
わ
り
の
桜
の
花
び

ら
は
、
児
童
・
保
護
者
・
教
師

が
桜
の
樹
に
囲
ま
れ
た
学
び
の

庭
で
、
互
い
に
手
を
結
び
合
っ

て
教
育
目
的
を
達
す
る
よ
う
努

力
す
る
こ
と
を
表
現
し
た
も
の

だ
そ
う
で
す
。

昭
和
三
十
五
年
の
創
立
時
か

防
災
の
基
本
は
生
き
残
ら
な

く
て
は
始
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
は
、
家
具
の
固
定
や

避
難
路
の
確
保
な
ど
自
分
の

身
（
家
族
の
身
）
を
守
る
た
め

に
日
頃
か
ら
の
点
検
が
必
要
で

す
。次

に
、
助
か
っ
た
人
が
生
き

て
い
く
た
め
に
は
、
備
蓄
品

（
水
・
食
料
・
燃
料
）
の
用
意

や
ト
イ
レ
の
備
え
も
必
要
と
な

り
ま
す
。

自
宅
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め

の
備
え
と
し
て
、
家
に
あ
る
食

材
で
１
週
間
分
を
多
め
に
購
入

し
、
消
費
し
た
ら
買
い
足
す

「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
」

で
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

水
は
１
日
一
人
３
Ｌ
、
最
低

３
日
間
を
用
意
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ら
、
地
域
の
皆
様
の
「
と
も
に

子
供
た
ち
を
育
て
て
い
こ
う
」

と
い
う
熱
い
思
い
を
象
徴
す
る

校
章
で
す
。

子
供
た
ち
は
現
在
、「
あ
い

さ
つ
い
っ
ぱ
い　

元
気
い
っ
ぱ

い　

笑
顔
い
っ
ぱ
い
」
を
合
言

葉
に
、
自
分
た
ち
で
よ
り
よ
い

三
山
小
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

創
立
当
時
、
保
護
者
だ
っ
た

地
域
の
皆
様
は
、
現
在
は
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
子
供
た
ち
を
見
守

り
、
環
境
を
整
え
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。

児
童
・
保
護
者
・
地
域
・
そ

し
て
教
職
員
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い

に
な
れ
る
よ
う
、
今
後
も
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ト
イ
レ
は
ま
っ
た
な
し
で

す
！水

を
流
さ
な
い
で
使
う
レ
ジ

袋
と
凝
固
剤
が
必
要
で
す
。

今
回
は
参
加
者
の
う
ち
半
数

が
中
学
生
で
し
た
が
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
も
地
域
の
方
と
積

極
的
に
対
話
し
、
防
災
の
備
え

に
つ
い
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で

く
れ
て
、
地
域
の
戦
力
と
し
て

頼
も
し
い
中
学
生
で
し
た
。

校
章
に
こ
め
ら
れ
た
思
い

校
章
に
こ
め
ら
れ
た
思
い

船
橋
市
立
三
山
小
学
校
　
校
長
　

船
橋
市
立
三
山
小
学
校
　
校
長
　
青
山
　
ひ
と
み

青
山
　
ひ
と
み

災
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